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NEC Express 5800シリ-ズ 
Express5800/iR120a-lE 


ソフトウェア編 

Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアについて説明します。 



添付の DVD について （190 ページ） 

本体に添付の 「EXPRESSBUILDER」DVD に収められているソフトウェアにつ 
いて紹介します。 


EXPRESS 巳 UILDER (192 ページ） 

セットアップツール 「EXPRESSBUILDER」 について説明します。 

本体用バンドルソフトウェア （196 ページ） 

本装置にインストールするバンドルソフトウェアについて説明します。 

管理 PC 用バンドルソフトウェア （208 ページ） 

本体を監視 • 管理するための管理 PC にインストールするバンドルソフトウェ 
アについて説明します。 
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添付の DVD について 

添付の 「 EXPRESSBUILDER ®」 DVD には、本装置を容易にセットアップするためのユーティ 
リティや各種パンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを活用するこ 
とにより、本装置の機能をより多く引き出すことができます。 


胃-〇 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD は、本装置の設定が完了した後でも、 0 S の再 
インス!'ールや BIOS のアップデートなどで使用する機会があります。また、 
装置障害時の保守作業においても使用されますので、なくさないように大切に 
保存しておいてください。 



*1 


コンソールレスで操作する場合。 COM ポートも使用可能。 



オプションの RAID コントローラ （ N 8103 -11 5/11 6 A /117 A /118 A ) を利用して 
RA 旧システムの設定をする RAID ユーティリティはボード上のチップに搭載さ 
れています。これらのユーティリティの操作方法については、オプションの 
RAID コントローラに添付の説明書を参照してください。 
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DVD 媒体読み込み機能のない管理 PC を使用したいとき 


EXPRESS 巳 UILDER は DVD にて提供しているため、 DVD 媒体読み込み機能のないコンピュー 
夕では各種ソフトウェアのインストールをすることができません。 DVD 媒体読み込み機能の 
ないウライアントマシンへソフトウェアをインストールしたい場合は、次のような手順にて、 
いつたん CD-R 等へコピーしてから使用してください。 


胃-〇 本手順は、クライアントへソフトウェアをインストールする目的に限り 、 CD 
Bta 1枚分のみコピーすることができます。 


1. 本装置など、 DVD 媒体が読み込める装置へ 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセッ 
卜する。 

2. オートランメニューが起動した場合は終了させる。 

3. エクスプローラから、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に格納された以下のファイ 
ル-フォルダをハードディスクドライブへコピーする。 

¥(ルートフォルダ）： version.xml をコピー 

I 

I 

+--- ¥013 

I 

I 

+ ---- ¥ar_menu 以下すベて 

I 

I 

+---- ¥doc 以下すベて 

I 

I 

+ ---- ¥win 以下すベて 

4. 手順3にてコピーしたファイル • フォルダをそのままのフォルダ構造にて CD - R へ 
コピーす る。 

コピーするときは、ルートフォルダを一致させてください。 

5. CD - R へのコピーが完了したら、手順3にてコピーした八ードディスクドライブ上 
のファイル • フォルダはすべて削除する。 

6. 手順4で作成した CD - R をクライアントマシンの光ディスクドライブへセットする。 

7. エクスプローラから、 CD 内の以下のファイルを実行する。 

¥01 3¥ar_menu¥autorun_menu.exe (32bit エディシヨンの場合） 

autorun_menu_x64.exe (64bit エディシヨンの場合） 
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EXPRESSBUILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 OS のインストール、装置のメンテナンスなどをするためのソフ 
トウエアです。 EXPRESSBUILDER から 0 S をインストールする際には、インストール対象の 
ハードディスクドライプ（または RAID システムの論理ドライブ1台のみ）だけを接続して 
セットアップしてください。 


各メニューの起動について 


「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本装置の光ディスクドライブにセットして起動すると、以下 
のよろなメニューが起動します。 


Boot selection 


Os installation default*"". ① 

Tool menu(Normal mode ). ② 

Tool menu ( Redi rec t i on mode ). ③ 


① Os installation 

本項目を選択すると、 EXPRESSBUILDER トップメニューが表示されます。 


EXPRESSBUILDER 


Step | 迄 - i 命 

メニ-«8択して' r 次へ j ポ S ン® TL てくだ技、 

• RAID«S や0迷インスト-ルす?)^よ「シームレスセットアップを実行する」を通択して 
•作篥碰了す6埔含13、 「EXPRESSBOLDER 糊了す?)」を IS 折 b てくだ a 、。 

床シ-ムレスセットァッゴ淺行す?） 

广 Windcwiffl 0EM-DUk4 作成す 
c RAiD®:q>；7 ィグレ-': /a>1 棚? te- ラ'口-ドする 


NEC 


C EXPRESSBUILDER 縱了 する 


う次へ 


■"〇 本ツールは Configuration Tool であり 、 Windows PE 2.1 ^使用していま 
す。72時間継続して使用すると自動的に再起動されますのでご注意ください。 
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このメニューから、〇 s インストールのための「シームレスセットアップ」（導入編 
参照）や、以下のような機能をキックすることができます。 

a) Windows 用〇 EM-Disk を作成する 

Windows のマニュアルセットアップで必要となる〇 EM-Disk を作成します（導 
入編ーマニュアルセットアップ参照)。 

b) RAID のコンフィグレーシヨン情報をセーブ/□ー ドする 

RAID コント□—ラ上の RAID コンフィグレーシヨン情報を保存したり、復元し 
たりすることができます。 

c) EXPRESSBUILDER にドライバを□ー ドする 

通常は使用しません。オプシヨン製品を追加した場合に使用するときがありま 
す（導入編一応用セットアップ参照)。 

② Tool menu (Normal mode) 

本項目を選択すると、表示言語の選択の後、ツールメニューが起動します。 



このメニューから、以下のような保守/設定用の機能をキックすることができます。 
各機能の詳細については、運用 • 保守編の保守ツールの章を参照してください。 

a) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動します。 

b) BIOS/FW Updating 

システム BIOS をアップデートします。 

c) ROM-DOS Startup FD 
ROM-DOS 起動 FD を作成します。 

d) Test and diagnostics 
システム診断を起動します。 

e) System Management 

システムマネージメント機能を起動します。 
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③ Tool menu (Redirection mode) 

本項目は、 BIOS コンソールリダイレクション機能を使用して、コンソールレスにて 
操作する場合にのみ選択してください。 



このメニューからキックできる機能は、②のメニューからキックできるものと同等 
です。 
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オートランで起動するメニ 


Windows 2000 + IE 6.0 、 WindowsXP 、 Vista 、 Windows Server 2003、または Windows Server 
2008 (Server Core 環境を除く）が動作しているコンピュータ上で添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD をセツトすると、オートラン機能により自動的にメニューが起動します。 




セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。その 
ような場合は、いったんドライブから 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をイジェク 
卜し、再度セットしてください。また、メニューを再表示させたいときは、エ 
クスプローラから「マイコンピュータ」を選択し、 「 EXPRESSBUILDER」DVD 
をセットした光デイスクドライブのアイコンをダブルクリックしてください。 


メニューからは、 Windows 上で動作する各種バンドルソフトウエアのインストールやオンラ 
インドキュメントを参照することができます。 

W - オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあ 
^ EzS ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります 。 Adobe Reader がイ 
ンストールされていないときは、あらかじめ Adobe システム社のインターネッ 
トサイトより Adobe Reader をインストールしておいてください。 


メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をクリックするか、右クリッ 
クして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目は、メ 
ニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選択できま 
せん。適切なシステム • 権限で実行してください。 


^ 「 EXPRESSBUILDERJDVD を光ディスクドライプから取り出す前に'メニュー 
I ?ェック I およびメニューから起動したオンラインドキュメント、各種ツールは終了させ 
ておいてください。 
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本体用バンドルソフトウェア 

本体にパンドルされているソフトウェアの紹介およびインストールの方法について簡単に説 
日月します。詳細はオンラインドキュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAeent (Windows 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインス I ルする本体監視用アプリケー 
シヨンです。 

EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインストールすることができます。 
ここでは個別にインストールする場合に知っておいていただきたい注意事項とインストール 
の手順を説明します。 



運用上の注意事項については、添付の 「EXPRESSBUILDER」DVD 内のオンラ 
インドキュメント「 ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレ ー シヨン 
ガイド」に記載しています。ご覧ください。 


インス I -ール前の準備 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）を動作させるためには対象 OS の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設定が必要です。 

• ネットワークサービスの設定 

プロトコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニュー 
から起動する「ヘルプ」を参照してください。 

• SNMP サービスの設定 

コミュニティ名に 「 put ) lic 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
ServerManager 側の設定で受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」から変 
更した場合は、 ESMPRO / ServerManagei ^』 で新しく設定したコミュニティ名と同じ名 
前を入力します。 
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インス I -ール 

ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）のインストールは添付の 「 EXPRESSBUILDER」DVD 
を使用します。本装置の 0 S が起動した後、 Autorun で表示されるメニューから[ソフトウェ 
アをセットアップする]— [ ESMPRO ] — [ ESMPRO / ServerAgent ] の順にクリックして 
ください。以降はダイア□ク'ボックス中のメッセージに従ってインストールしてください。 


NE し EXPRESSBUILDER 


Menu Items 


^ ソフトウェアをセツトアップする 冷 



_"〇 Administrator 権限を持つユーザでログオンしてくださし、。 


ネットワーク上の光ディスクドライプから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライプから起動してください。エクスプローラのネツトワー クコ ン ピュー 
夕からは起動しないでください。 



アップ デートインストールについて 

ESMPRO/ServerAgent がすでにインストールされている場合は、次のメッセー 
ジが表示されます。 

ESMPRO/ServerAgent が既にインストールされています。 

メッセージに従って処理してください。 
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インス I -ール後の確認 

ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）をインストールした後に次の手順で正しくインストー 
ルされている ことを確認して ください。 

1. 本装置を再起動する。 

2. イベント□グを開く。 

3. イベント□グに ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）の監視サービスに関す 
るエラーが登録されていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度は 
じめからインストールし直してください。 


ESMPRO/ServerAgent Extension 


ESMPRO/ServerAgent Extension は本装置にインストールするリモート管理用ソフトウェ 
アです。 

ESMPRO/ServerAgent Extension の機能やインストール方法についての詳細は EXPRESS 
BUILDER 内の「インストレーションマニュアル」を参照してください。 


ExpressUpdate Agent 


装置のファームウェアやソフトウェアなどのバージョン管理や更新を行うことができます。 
巳31\/« = ^〇/36「ソ6「1\/1311396「によって、自動的にダウ□ー ドした装置の更新パッケージを、シス 
テムを停止せずに簡単に適用できます。 

ExpressUpdate Agent の機能やインストール方法についての詳細は EXPRESSBUILDER 内の 
「インストレーシヨンマニュアル」を参照してください。 


買™〇 ExpressUpdate に未対応のフ ァーム ウェアまたはソフトウェアの更新パッ 
ケージが提供される事があります。これらの更新ノッケージの適用に関しては 
以下のページに掲載しています。 

NEC コーポレートサイト ( http :// www . nec . co . jp /) 

[サボート•ダウン□ー ド] 一 [ PC サーバ] 
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Universal RAID Utility 


Universal RAD Utility は、以下の RAD コント□—ラの管理、監視を行うアプリケーションで 
す。 


• オンボードの RAID コント□—ラ (LSI Embededd MegaRAID lM ) 

• N 8103 -1 15 RAID コント□—ラ (512 MB，RAID 0/1/5/6) 

• N 8103 -116 A RAD コント ローラ （128 MB，RAID 0/1) 

• N 8 103-117 A RAD コント ローラ （128 MB , RAID 0/1 /5/6) 

• N 8103 -118 A RAD コント ローラ (256 MB , RAID 0/1/5/6) 

Universal RAD Utility のインストールおよび操作方法、機能については、添付の 
EXPRESSBUILDER に収録している 「Universal RAID Utility Ve 「2. 1ユーザーズガイド」を 
参照してください。 

なお 、 「Universal RAID UilityVe 「2.1 ユーザーズガイド」に記載されている Universal RAID 
Utility の動作環境(オペレーティングシステムなど)が、本ユーザーズガイドの動作環境と異な 
る場合があります。この場合は、本ユーザーズガイドに記載の動作環境を参照してください。 

カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

本体装置のモデルにより、あらかじめ Universal RAID Utility がインストールされている場合 
があります。 

シームレスセットアップを使用したセットアップ 

Universal RAID Utility は、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD に収録している「シームレスセット 
アップ」を使用してセットアップできます。シームレスセットアップのセットアップするア 
プリケーシヨンの選択で 、 [Universal RAID Utility ] を選択してください。 

Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを使用した 
セットアップ 

[オートランメニュー]で Universal RAID Utility のセットアッププ□グラムを起動できます。 
[才ートランメニュ ー] で[ソフトウェアをセットアップする ]、 [Universal RAID Utility ] を 
クリックします。 

なお、 Windows の場合、下記のランタイムコンポーネントが必要です。 

• Microsoft .NET Framework 2.0 以上 

• Microsoft .NET Framework Z 0 以上の日本語 Language Pack 

• Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライプラリ 


この 3 つのソフトウェアは、[オートランメニュー]でインストールできます。 
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[Microsoft .NET Framework Z 0] と [Microsoft .NET Framework 2.0 日本語 Language 
Pack ] をインストールするには、[才一トランメニユ ー] で [ Windows をセットアップす 
る ]、 [.NET Framework Ve 「2.0 再配布可能パッケージ ( x 86) のインストール] ( x 64 の場合、 
[.NET Framework Ver 2.0 再配布可能パッケージ ( x 64) のインストール]をクリックしま 
す。 


[Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライプラリのランタイムコンポーネント]をインス 
卜ールするには、[才一トランメニュー]で [ Windows をセットアップする ]、 [Microsoft 
Visual C ++ 2005 SP 1 再配布可能パッケージ ( x 86) のインス I ル] ( CPU アーキテク 
チヤに関わらず、 （ x 86) を使用します)をクリックします。 



參 Microsoft .NET Framework 

RAID ビューア、ログビューアを使用するには 、 Microsoft .NET Framework 
Version 2.0 以上が必要です。 

Windows Server 2008 、 Windows Server 2008 R 2 、Windows Vista 、 
Windows 7 は、オペレーティングシステムに . NET Framework 2.0 以上を 
含んでいます。これらのオペレーティングシステムを使用する場合 、. NET 
Framework をインストールする必要はありません。 

• Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラリのランタイムコンポーネント 

RAID ビューアを使用するには 、 Microsoft Visual C ++ 2005 SP 1 ライブラ 
リのランタイムコンポーネントが必要です。 

Windows Server 2008 、 Windows Server 2008 R 2 、Windows Vista SP 1 以 
降 、 Windows 7 は、オペレーテイングシステムに Microsoft Visual C ++ 
2005 SP 1ライブラリのランタイムコンポーネントを含んでいます。こ 
れらのオペレーティングシステムを使用する場合 、 Microsoft Visual C ++ 
2005 SP 1ライブラリのランタイムコンポーネントをインストールする 
必要はありません。 


ESMPRO/ServerManager による管理 

「 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 以降」を使用すると、 ESMPRO / ServerManager で 
Universal RAID Utility が管理する RAID システムの参照や監視、オペレーション実行などを行 
えます。 

なお、 「 ESMPRO/ServerManager Ver . 5.2 以降」で RAID システムを管理するコンピュータ 
のオペレーティングシステムは、 Windows のみサボートします。 ESMPRO/ServerManager 
の動作環境や操作方法などについては、 ESMPRO / ServerManager の操作説明を参照してく 
ださい。 

イージーコンフィグレーシヨン機能 

Universal RAID Utility の「イージー コンフィ グレーシ ヨン」 機能は 、 LSI Embedded 
MegaRAID ™ では使用できません。 

RA 旧レベル6の論理ドライブの作成 

ハードディスクドライブ3台で RAID 6 (データ X 1+ パリティ X 2) の論理ドライプを作成する 
には、 WebBIOS を使用してください。 

Universal RAID Utility を使用しての作成はできません。 
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エクスプレス通報サービス / エクスプレス通報サービス (HTTPS) 


エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) に登録することにより、シス 
テムに発生する障害情報（予防保守情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自 
動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービス/エウスプレス通報サービス ( HTTPS ) を有効にするには、以下の契 
約等が必要となりますので、あらかじめ準備してください。 

• 本体の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
サービス (HTTPS) の契約 

本体のハードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービス/エクスプレス通報サー 
ビス ( HTTPS ) のみの契約がお済みでないと、エクスプレス通報サービス/エクスプレス通 
報サービス ( HTTPS ) はご利用できません。契約内容の詳細については、お買い求めの販 
売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セツトアップを行ってください。 


エウスプレス通報サービス/エクスプレス通報サービス ( HTTPS ) のセットアップについては、 
「オンラインドキュメント」を参照してください。 
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装置情報収集ユーティリティ 


装置情報収集ユーティリティは本装置にインストールするソフトウェアです。保守時や障害時 
などにサーパの各種情報を揉取することができます。 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD からインス 
トールすることができます。 


^ 本ユーティリティのサポート対象 0S は次の通りです。 

F エックI — Windows Server 2003 

— Windows Server 2003 x64 Editions 


インス I -ール 

ここでは、個別にインストールする場合の手順を説明します。 

1. OS が起動した後、 「EXPRESSBUILDER」DVD を光ディスクドライブに挿入す 
る 0 

2. Autorun で表示されるメニューから[ソフトウェアをセットアップする]-[装置 
情報収集ユーティリティ]の順にクリックする。 

本ユーティリティのインス I —ルを開始します。 

以降はダイアログボックス中のメッセージに従ってインストールしてください。 
(デフオルトでは、システムドライプ: ¥ ezclct フォルダにインストールされます。） 





使用方法 

本ユーティリティのインストールフォルダ配下の ¥ stdclct ¥ collect . exe を実行してください。 
stdclct フォルダ配下に log フォルダが作成され、本装置の各種情報が圧縮ファイル ( zip 形式)で 
格納されます。 


• アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムにログインし 
てください。 

• インストール先ドライブの空き容量が 「2.5 GB 」 以上必要です。 
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アンインス!-ール 

コン ト□ー ルパネルから「プログラムの 追加と削除」一 「Product Info Collection Utility 
( Vx . x . x )」 を 選んで ください。 以降は ダイアログボックス 中の メッセージに 従って アンインス 
I ルしてください。 



204 本体用パンドルソフトウエア 


情報提供ツール 「 NEC か 5 のお知らせ J 


情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」は、購入された装置をご利用いただくラえで役立つ情報 
を提供するツールです。 



本ツールは、以下のエディションに対してのみインストールされます。 

— Windows Server 2008 Standard (フルインストール）（日本語) 
— Windows Server 2003 Standard Edition (日本語） 

これ以外のファミリやエディションでは、インストールされません。 


カスタムインス I -ールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」があらかじめインストールさ 
れている場合があります。 


手動インス I -ール(新規インス I -ール） 

手動で情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をインストールする場合は、 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD 内に格納されている対応する各 0 S の「インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、 
「システムのアップデート」を適用してください。 


情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアンインストール手順 

情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」をアンインストールする場合は、次の手順にしたがって 
ください。 


胃-〇 本ツールをアンインス!ルする場合は、本ツールをインス! ■>_ ルしたアカウ 
ントで行なつてください。 

本ツールをインスIルしたアカウントはお客様の環境により以下のとおり 
となります。 

• 「BTO (工場組み込み出荷)」で「カスタムインス!ル」を指定して購 
入された環境の場合 

— Administrator アカウント 

• 再セットアップ時にインストールサプリメントガイドを参照し「マニュ 
アルセットアップ」を使用した環境の場合 

一 「システムのアップデート」を実行した管理者権限を持つアカウン 
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く Windows Server 2008の場合〉 

1. [プ□グラムと機能]画面を表示する。 

<標準のスタートメニューの手順> 

スター トメ ニュー から[コント ロール パネル]をポイントし、[プ□グラムと機能]をク 
リックする。 

<クラシック スター トメ ニューモー ドの手順> 

スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]から[プ□グラム 
と機能]をクリックする。 

2. [プ□グラムのアンインストールまたは変更]一覧から情報提供ツール [ NEC からの 
お知らせ]をダブルクリックする。 



タスク 

インストールされ更新ブロクラムを 
表示 


ブ D グラム®アンインストールま fctt 変更 

ブ时ラムをアンインスト-ルするには、 一覧 からブ□グラム &S 折して CT ノインストール]、 K 更]、 または[修復]をクリ 


Windows Marketplace で'新しいブ 
ロクラムを取得 

_ Windows の棚能の有効化または 
- 無効化 



アンインス I ルが開始されます。 



次のメッセージが表示される場合がありますが、 [0 K ] をクリックしてくださ 

い。 



3. [プ□グラムと機能]画面の[プ□グラムのアンインス!ルまたは変更]—覧か 
ら、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」が削除されていることを確認後、シ 
ステムを再起動する。 

続いて、[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除します。 

4. [Internet Explorer ] 上にてく Alt 〉 キーを押してツールバーを表示し、[お気に入 
り]から[お気に入りの整理]を選択する。 

「お気に入りの整理」ウィンドウが開きます。 

5. 項目から 「 NEC 」 フォルダを選択する。 

NEC フォルダに登録されている Web サイ I 覧が表示されます。 
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6. [ NEC からのお知らせ]を選択し、[削除]をクリックする。 

「ファイルの削除」の確認ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除し 
てください。 

以上で、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアンインストールは完了です。 


く Windows Server 2003の場合〉 

1. [プログラムの追加と削除]画面を表示する。 

<標準の スター ト メニューの 手順> 

スタートメニューから[コントロールパネル]をポイントし、[プ□グラムの追加と削 
除]をクリックする。 

<クラシック スター トメ ニューモー ドの手順〉 

スター トメニューから[設定]をポイントし、[コントロールパネル]から[プログラム 
の追加と削除]をクリックする。 

2. [現在インス I ルされているプ□グラム]—覧から情報提供ツール [ NEC からのお 
知らせ]を選択し、[削除]をクリックする。 



3. 次のメッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 



アンインストールが開始されます。 
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次のメッセージが表示される場合がありますが、[無視]をクリックしてくだ 
InEThi さい。 



4. [プ□グラムの追加と削除]画面の[現在インス!ルされているプログラム]— 
覧から、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」が削除されていることを確認後、 
システムを再起動する。 

続いて、[お気に入り]から [ NEC からのお知らせ]を削除します。 

5. [エクスプローラ]上にてツールメニューの[お気に入り]から[お気に入りの整理]を 
クリックする。 

「お気に入りの整理」ウィンドウが開きます。 

6. 項目から 「 NEC 」 フオルダを選択する。 

NEC フォルダに登録されている Web サイ I 覧が表示されます。 

7. [ IMEC からのお知らせ]を選択して、[削除]をクリックする。 

「ファイルの削除の確認」ウィンドウが開きますので、[はい]をクリックして削除し 
てください。 

以上で、情報提供ツール 「 NEC からのお知らせ」のアンインス!ルは完了です。 
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管理 PC 用バンドルソフトウェア 

装置をネットワーク上から管理するための「管理 pc 」 を構築するために必要なバンドルソフ 
トウェアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


管理用 PC 上で ESMPRO/ServerManager を使用すると、リモートで本装置を管理-監視、 
モジュール管理、 RAID システムの管理•監視を行えます。この機能を使用するためには、各 
種本体用パンドル ソフ トウエアを本装置にインストールする必要があります。 

管理用 PC への ESMPR 〇/36「\/6「1\/|31^96「のインストール方法や設定の詳細についてはオン 
ラインドキュメント、または ESMPR 〇のオンラインヘルプをご覧ください。 



ESMPRO / ServerManager の使用にあたっての注意事項や補足説明がオンライ 
ンドキュメントで説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内 
のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガ 
イド」を参照してください。 






